
さ
ら
ば

チ
ン
プ
ン
漢
文

（
八
訂
版
）

緻
密
な
分
析
に
基
づ
く
最
高
の
一
冊
！
合
格
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
！

氏

名
（

）

使
用
上
の
注
意

１

何
度
も
何
度
も
読
み
、
【
例
題
】
を
解
こ
う
。

（
「
分
か
っ
た
つ
も
り
」
で
満
足
し
な
い
。
実
際
に
手
を

動
か
し
て
、
入
試
で
得
点
で
き
る
力
を
つ
け
よ
う
！
）

２

『
明
説
漢
文
』
な
ど
、
市
販
の
参
考
書
と
見
比
べ
な
が

ら
勉
強
し
よ
う
。

1
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○
目
次

○
目
次

○
セ
ン
タ
ー
試
験
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句
形
問
題
の
分
析

２

○
漢
文
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基
礎

２
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疑
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形
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反
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形
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形

５

○
再
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文
字

６

○
使
役
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７

○
否
定
形

９

○
仮
定
形
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○
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況
形

11

○
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形
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形
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○
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形

12

○
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身
形

13

○
抑
揚
形

14

○
「
熟
語
問
題
」

○
コ
ラ
ム

14

○
漢
詩
の
知
識

・
「
複
数
テ
キ
ス
ト
」

15

○
語
彙

に
つ
い
て
（
共
テ
）

16

17

○
漢
文
の
文
学
史

・
「
豈
」
の
ご
乱
心

18

19

○
巻
末
例
文
集

20

※
『
さ
ら
ば

チ
ン
プ
ン
漢
文
』
は
、
共
通
テ
ス
ト
を
念
頭
に
作

成
し
て
い
る
が
、
文
系
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す
る
た
め
、

【
例
題
】
で
は
二
次
レ
ベ
ル
の
も
の
も
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。

理
系
の
人
も
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
必
ず
力
に
な
る
か
ら
。

○
共
通
テ
ス
ト
（
セ
ン
タ
ー
試
験
）
の

句
形
問
題
の
分
析

「
セ
ン
タ
ー
試
験
」
が
開
始
さ
れ
た

疑
問
・
反
語
形

回
45

平
成
二
年
以
降
（
含

試
行
テ
ス
ト
）
、

再

読

文

字

回
29

今
年
開
始
し
た
共
通
テ
ス
ト
（
含

プ

使

役

形

回
25

レ
）
ま
で
に
お
け
る
、
各
句
形
の
出
題

否

定

形

回
22

回
数
は
下
表
の
通
り
。

仮

定

形

回
18

比

況

形

回
17

紙
面
の
都
合
上
、
全
て
は
詳
し
く
扱
え

詠

嘆

形

回
13

な
い
の
で
、
頻
度
が
高
い
も
の
か
ら
順

限

定

形

回
9

に
重
要
事
項
の
み
を
扱
う
。
あ
と
は
、

比

較

形

回
8

市
販
の
参
考
書
で
学
ん
で
下
さ
い
。

受

身

形

回
7

早
速
疑
問
形
・
反
語
形
に
入
り
た
い
が
、

累

加

形

回
4

我
慢
し
て
、
「
漢
文
の
基
礎
」
の
確
認
か

抑

揚

形

回
4

ら
始
め
よ
う
。

禁

止

形

回
1

○
漢
文
の
基
礎

１

訓
点

漢
文
を
和
文
の
構
造
に
合
わ
せ
て
読
む
た
め
に
、
我
が
国
で

開
発
さ
れ
た
の
が
訓
点
。

訓
点
…
送
り
仮
名
＋
返
り
点
＋
句
読
点

＊
「
訓
点
を
つ
け
よ
」
「
返
り
点
を
つ
け
よ
」
と
い
っ
た
、

設
問
の
要
求
に
正
確
に
答
え
る
癖
を
つ
け
よ
う
。

＊
書
き
下
し
文
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
く
。
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（
○
漢
文
の
基
礎

の
続
き
）

２

漢
文
の
構
造

漢
文
と
和
文
の
構
造
の
違
い
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
と
こ
ろ

を
確
認
し
よ
う
。

①
和
文
「
私
は
書
を
読
む
」
→
主
語
＋
目
的
語
＋
述
語

漢
文
「
我

読

書

」
→
主
語
＋
述
語
＋
目
的
語

ム
レ

ヲ

②
和
文
「
私
は
山
に
登
る
」
→
主
語
＋
補
語
＋
述
語

漢
文
「
我

登

山

」
→
主
語
＋
述
語
＋
補
語

ル
レ

ニ

目
的
語
の
送
り
仮
名
は
「
を
」
、
補
語
の
送
り
仮
名
は
「
に
」「
と
」

「
よ
り
」
が
多
い
。
そ
し
て
、
訓
読
す
る
時
は
、
目
的
語
・
補
語

か
ら
上
に
返
っ
て
読
む
の
で
、

ヲ
・
ニ
・
ト
・
ヨ
リ
返
れ

と
い
う
覚
え
方
を
す
る
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
「
ヲ
・
ニ
・
ト
・
ヨ
リ
」
が
な
く
て
も
、
下
か
ら

返
っ
て
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
返
読
文
字
。

（
例
）

有

朋
。

「
朋
」
の
送
り
仮
名
は
「
ヲ
ニ
ト
ヨ
リ
」

リ

と
も

で
は
な
い
が
、
「
有
」
は
も
と
も
と
返
読

レ

文
字
な
の
で
下
か
ら
返
っ
て
読
む
。

（
何
が
「
有
」
る
の
か
を
先
に
読
む
、
こ
こ
で
は
「
朋
」
）

代
表
的
な
返
読
文
字
は
、
「
有
」
「
無
」
「
難
」
「
易
」
「
与
（
と
）
」

「
欲
」
「
所
」
「
所
以
」
な
ど
。
ま
た
、
い
つ
も
「
句
形
」
と
呼
ん

で
い
る
も
の
の
中
に
も
返
読
文
字
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
句
形
と
し

て
覚
え
て
お
け
ば
構
わ
な
い
。

（
例
）

使
二

Ａ

Ｂ
一

実
は
「
使
」
は
返
読
文
字
。

ム

ヲ
シ
テ

未

（
○
漢
文
の
基
礎

の
続
き
）

⚫

「
返
り
点
の
付
け
方
」
の
問
題
を
返
読
文
字
の
観
点
か
ら
解
く
。

【
例
題
一
】
「
惟
意
所
欲
適
」
の
返
り
点
の
付
け
方
と
書
き
下
し

文
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

①
惟

意

所
二

欲

適
一

惟
だ
意
の
欲
し
て
適
ふ
所
に
し
て

た

か
な

②
惟

意

所

欲
レ

適

惟
だ
意
ふ
所
に
適
は
ん
と
欲
し
て

お
も

③
惟

意
レ

所
レ

欲

適

惟
だ
欲
す
る
所
を
意
ひ
適
き
て

ゆ

④
惟

意

所
レ

欲
レ

適

惟
だ
意
の
適
か
ん
と
欲
す
る
所
に
し
て

⑤
惟

意
レ

所
二

欲

適
一

惟
だ
欲
し
て
適
く
所
を
意
ひ
て

（

共
通
テ
ス
ト
第
一
日
程
）

2021

「
返
り
点
の
付
け
方
（
と
書
き
下
し
文
）
」
の
問
題
は
、
漢
文
の

構
造
や
返
読
文
字
等
に
従
っ
た
返
り
点
か
ど
う
か
で
選
択
肢
を
絞

る
（
絞
れ
な
い
と
き
も
あ
る
）
そ
し
て
、
残
っ
た
選
択
肢
を
そ
れ

ぞ
れ
書
き
下
し
に
即
し
て
約
し
て
み
て
正
解
を
決
め
る
。

【
例
題
一
答
】
「
所
」
「
欲
」
が
返
読
文
字
と
い
う
観
点
か
ら
、
④
が

正
解
で
は
な
い
か
と
目
算
が
つ
く
。

な
お
、
返
読
文
字
で
あ
っ
て
も
、
読
み
が
違
え
ば
返
読
文
字
に
な

ら
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
注
意
。

（
例
）
若
（
如
）

「
ご
と
シ
」
と
読
む
と
き
は
返
読
文
字
だ

が
、
「
も
シ
」
と
仮
定
形
で
扱
う
時
は
返
読
文
字
で
は
な
い
。
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○
疑
問
形
・
反
語
形
・
詠
嘆
形

【
例
題
二
】
次
の
各
問
い
に
答
え
よ
。

①
何

疾

也
。（
疑
問
形
と
し
て
訓
点
を
施
し
、
訳
せ
。
）（

佐
賀
大

）
'07

②
何

疾

也
。（
反
語
形
と
し
て
訓
点
を
施
し
、
訳
せ
。
）

③
何

疾

也
。（
詠
嘆
形
と
し
て
訓
点
を
施
し
、
訳
せ
。
）

④
君

何

以

能

爾
。（
疑
問
形
と
し
て
訳
せ
）
（
東
大

改
題
）

ヲ

テ

ク

ル

'04

⑤
未
レ

知
レ

生
、
焉

知
レ

死
。

ダ

ラ

ヲ

ラ
ン

ヲ

（
傍
線
部
と
同
じ
用
法
を
持
つ
字
を
選
択
肢
ａ
～
ｇ
の
中
か
ら
三
つ
）

ａ

見

ｂ

悪

ｃ

幾

ｄ

況

ｅ

安

ｆ

須

ｇ

寧

⑥
奈
レ

若

何
。

（
反
語
形
と
し
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
せ
）

⑦
豈

真

能

飲
。

（
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
せ
）
（
熊
大

）
'05

⑧
不
二

亦

太

浅

易
一

耶
。

（
書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
と
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
）

①

亦
た

太

だ
し
く
は
浅
易
な
ら
ざ
る
か
■
そ
れ
ほ
ど
安
直
な
わ
け
で
も
な
い
の
か
。

ま

は
な
は

②

亦
た
太
だ
し
く
は
浅
易
な
ら
ず
や
■
な
ん
と
あ
ま
り
に
も
安
直
で
は
な
い
か
。

③

亦
た
も
太
だ
浅
易
に
あ
ら
ざ
る
か
■
そ
れ
ほ
ど
安
直
な
わ
け
で
も
な
い
の
か
。

④

亦
た
太
だ
浅
易
な
ら
ず
や
■
な
ん
と
あ
ま
り
に
も
安
直
で
は
な
い
か
。

⑤

亦
た
も
太
だ
し
く
は
浅
易
な
ら
ざ
る
か
■
そ
れ
ほ
ど
安
直
な
わ
け
で
も
な
い
の
か
。

（
セ
ン
タ
ー

追
試
）

'12

上
の
例
題
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
疑
問
・
反
語
形
の
説
明
す
る
。

疑
問
形
・
反
語
形
の
文
末
の
作
り
方
は
左
表
の
通
り
。

疑
問
詞
の
み

文
末
の
助
字
の
み

両
方
あ
り

疑
問
形

何

。

乎
。

何

乎
。

ゾ

体

体

か

ゾ

体

や

反
語
形

何

。

乎
。

何

乎
。

ゾ

未
ン
（
ヤ
）

未
ン

や

ゾ

未
ン

や

白
文
等
に
訓
点
を
付
け
た
り
書
き
下
し
た
り
す
る
時
は
、
ま
ず
、

文
脈
で
疑
問
の
訳
が
合
う
か
反
語
の
訳
が
合
う
か
を
考
え
る
。

疑
問
か
反
語
か
決
め
た
ら
、
右
表
に
従
っ
て
解
答
す
れ
ば
よ
い
。

絶
対
右
表
の
通
り
に
せ
ね
ば
、
と
神
経
質
に
な
る
必
要
は
な
い
が
、

最
低
限
、
疑
問
形
→

○体
、
反
語
形
→

○未
＋
ん
（
＋
や
）
は
守
る
。

で
は
、
作
問
者
は
、
「
最
低
限
」
を
守
っ
て
訓
点
を
付
し
て
い
る

の
か
。
過
去
、
共
テ
（
セ
ン
タ
ー
）
で
問
わ
れ
た
疑
問
・
反
語
形

（

回
）
を
見
る
と
、
「
最
低
限
」
が
守
ら
れ
て
い
な
い
の
は
２

45
回
だ
け
。
従
っ
て
、
既
に
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
一
応

文
末
を
参
考
に
し
て
疑
問
な
の
か
反
語
な
の
か
を
決
定
し
て
も
問

題
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
う
ま
く
い
か
な
い
時
だ
け
、
「
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
違
う
の
で
は
？
」
と
考
え
る
の
が
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ

ル
だ
ろ
う
。
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（
○
疑
問
形
・
反
語
形
・
詠
嘆
形

の
続
き
）

多
く
の
疑
問
詞
は
、
疑
問
・
反
語
形
両
用
。
だ
か
ら
文
脈
で
疑
問

な
の
か
反
語
な
の
か
を
考
え
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
の
だ
。

疑
問
・
反
語
形
両
用
の
疑
問
詞
の
主
な
も
の

（
１
）
何
（
奚
・
胡
）

ａ

な
ん
ゾ
（
ど
う
し
て
）
ｂ

い
づ
ク
ニ
カ
（
ど
こ
に
）

ｃ

な
に
ヲ
カ
（
何
を
）

ｄ
い
づ
レ
ノ
（
ど
の
）

ｅ

な
ん
ノ
～
ア
リ
テ
カ
（
ど
ん
な
～
が
あ
っ
て
）

（
２
）
安
（
悪
・
焉
・
寧
）

ａ
い
づ
ク
ン
ゾ
（
ど
う
し
て
）
ｂ
い
づ
ク
ニ
カ
（
ど
こ
に
）

（
３
）
如
何
（
若
何
・
奈
何
）
…
方
法
・
手
段
を
表
す
。

い
か
ん
（
セ
ン
）
（
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
）

（
４
）
何
如
（
何
若
）
…
状
態
・
程
度
を
表
す
。

い
か
ん
（
ど
う
で
あ
る
か
・
ど
の
よ
う
か
）

（
５
）
何
為

な
ん
す
レ
ゾ
（
ど
う
し
て
）

（
６
）
何
以

な
に
ヲ
も
つ
テ
（
カ
）
（
ど
う
し
て
・
ど
の
よ
う
に
し
て
）

（
７
）
孰

ａ

た
れ
カ
（
だ
れ
が
）
（
＝
誰
）

ｂ

い
づ
レ
カ
（
ど
ち
ら
が
・
ど
れ
が
）

（
８
）
幾
何
…
数
量
・
程
度
を
表
す
。

い
く
ば
く
（
カ
・
ゾ
）
（
ど
の
く
ら
い
）

※
文
末
の
助
字
（
や
・
か
）

乎
・
邪
・
耶
・
也
・
哉
・
与
・
夫
・
歟
な
ど

次
の
三
つ
は
、
疑
問
の
用
法
が
（
殆
ど
）
な
い
反
語
形
特
有
の
形
。

①
豈

（
乎
・
哉
・
邪
）

豈
に

（
や
）

ニ

未
ン

未
ン

○訳
ど
う
し
て
～
か
、
い
や
、
～
な
い
。

②
敢

不

（
乎
）
。

敢
へ
て

ざ
ら
ん
（
や
）

ヘ
テ

ラ
ン

未

未

二

一

○訳
ど
う
し
て
～
し
な
い
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
き
っ
と
～
す
る
。

（
参
考
）
「
不

敢

。
」
は
単
純
な
否
定
。

ず

ヘ
テ

未

二

一

③
独

乎
（
哉
）

独
り

や

リ

未
ン

未
ン

○訳
ど
う
し
て
～
か
、
い
や
、
～
な
い
。

但
し
、
「
豈
」
は
た
ま
に
詠
嘆
形
で
も
用
い
ら
れ
る
（
６
項
）
。

「
独
」
は
限
定
形
で
も
用
い
ら
れ
る
（

頁
）
。

12

そ
れ
ぞ
れ
、
文
末
の
作
り
方
が
違
っ
て
く
る
。

次
は
、
詠
嘆
形
。
詠
嘆
形
の
代
表
は
、
次
の
形
。

（
タ
）

不

亦

乎

亦
（
た
）

ず
や

未

未

二

一

○訳
な
ん
と

な
こ
と
よ
（
で
は
な
い
か
）

そ
れ
以
外
に
詠
嘆
形
と
し
て
用
い
る
字
に
、「
豈
」「
何
」
が
あ
る
。

豈

不

哉

豈
に

ず
や

ニ

ず

未

未

二

一

○訳
な
ん
と

な
こ
と
よ
（
で
は
な
い
か
）

※
「
豈
」
は
反
語
形
と
し
て
用
い
ら
れ
る
方
が
多
い
（
右
項
）
。

※
「
不
」
の
代
わ
り
に
「
非
」
が
入
る
こ
と
も
あ
る
。
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（
○
疑
問
形
・
反
語
形
・
詠
嘆
形

の
続
き
）

何

也

何
ぞ

や

ゾ

体

や

体

○訳
な
ん
と

な
こ
と
よ
（
で
は
な
い
か
）

※
「
何
」
は
疑
問
・
反
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
方
が
多
い
。
疑

問
の
時
と
詠
嘆
の
時
で
同
じ
訓
点
に
な
る
の
で
文
脈
判
断
が

必
要
だ
が
、
詠
嘆
の
場
合
は
、
「
何
」
の
下
に
強
調
を
表
す

「
其
」
が
つ
く
こ
と
が
多
い
の
を
知
っ
て
お
く
と
便
利
。

レ

【
例
題
二
答
】

①
何
ぞ
疾
き
や
。
（
ど
う
し
て
速
い
の
か
。
）

②
何
ぞ
疾
か
ら
ん
や
。（
ど
う
し
て
速
い
の
か
、
い
や
、
速
く
は
な
い
。
）

③
何
ぞ
疾
き
や
。
（
な
ん
と
速
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
）

④
君
は
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
で
い
ら
れ
る
の
か
。（
君
何
を
以
て
能
く
爾
る
。）

し
か

⑤
ｂ
・
ｅ
・
ｇ
（
未
だ
生
を
知
ら
ず
、
焉
く
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
。）

（
ま
だ
生
に
つ
い
て
知
ら
な
い
、
ど
う
し
て
死
に
つ
い
て
知
ろ
う
か
、
い
や
知
ら
な
い
。）

⑥
な
ん
ぢ
を
い
か
ん
せ
ん
。
（
若
を
奈
何
せ
ん
。
）

（
お
前
を
ど
う
し
よ
う
か
、
い
や
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
）

※
「
奈
何
」
が
目
的
語
（
こ
こ
で
は
「
若
」
）
を
伴
う
場
合
、

目
的
語
を
挟
む
の
が
普
通
。
（
※
目
的
語
→
３
頁
参
照
）

⑦
あ
に
し
ん
に
よ
く
の
ま
ん
や
。
（
豈
に
真
に
能
く
飲
ま
ん
や
。
）

（
ど
う
し
て
本
当
に
飲
む
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
い
や
、
で
き
な
い
。
）

⑧

答

④

○
再
読
文
字

【
例
題
三
】
各
文
は
訓
点
の
す
べ
て
、
又
は
一
部
を
省
略
し
て
い
る
。

問
題
①
～
⑦
は
、
書
き
下
し
、
口
語
訳
せ
よ
。

①
吾
将
焉
帰
。

（
埼
玉
大

）
'18

②
斉
雖
レ

欲
レ

攻
レ

燕
、
未
レ

能
。

（
九
大

）
'96

③
当
レ

論
レ

刑
。

（
名
大

）
'05

④
応
笑
惜
花
人
。

（
阪
大

）
'04

⑤
君
酒
太
過
、
宜
断
之
。

（
神
戸
大

）
'02

⑥
猶
レ

保
二

千
歳
之
齢
一

。

（
九
大

）
'04

⑦
吾
子
盍
レ

遂
レ

之
。

（
北
大

）
'04

問
題
⑧
⑨
は
、
書
き
下
し
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

⑧
大
抵
観
レ

書
、

（
セ
ン
タ
ー

本
試
）

ル
ニ
ハ

ヲ

'91

先
須
三

熟
読
、
使
二

其
言
皆
若
一レ

出
二

於
吾
之
口
一

。

①
ま
づ
ま
さ
に
熟
読
し
、
そ
の
言
を
し
て
皆
吾
の
口
よ
り
出
づ
る
が
ご
と
か
ら
し
む
べ
し
。

②
ま
づ
よ
ろ
し
く
熟
読
し
、
そ
の
言
の
皆
を
し
て
吾
の
口
に
出
づ
る
が
ご
と
か
ら
し
む
べ
し
。

③
ま
づ
す
べ
か
ら
く
熟
読
し
、
そ
の
言
を
し
て
皆
吾
の
口
よ
り
出
づ
る
が
ご
と
か
ら
し
む
べ
し
。

④
ま
づ
ま
さ
に
熟
読
し
、
そ
の
言
の
皆
を
し
て
吾
の
口
に
出
づ
る
が
ご
と
か
ら
し
む
べ
し
。

⑤
ま
づ
よ
ろ
し
く
熟
読
し
、
そ
の
言
を
し
て
皆
吾
の
口
よ
り
出
づ
る
が
ご
と
か
ら
し
む
べ
し
。

⑥
ま
づ
す
べ
か
ら
く
熟
読
し
、
そ
の
言
の
皆
を
し
て
吾
の
口
に
出
づ
る
が
ご
と
か
ら
し
む
べ
し
。
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（
○
再
読
文
字

の
続
き
）

⑨
然

則

学
レ

杜

当
二

何

如
一

而

可
。

（
「
杜
」
＝
杜
甫
の
こ
と
、
セ
ン
タ
ー

本
試
）

'10

①

然
ら
ば
則
ち
杜
を
学
ぶ
者
は
何
れ
の
ご
と
き
に
当
た
ら
ば

而

ち
可
な
ら
ん
や

す
な
は

②

然
ら
ば
則
ち
杜
を
学
ぶ
者
は
当
に
何
如
ぞ
而
ち
可
と
せ
ん
や

③

然
ら
ば
則
ち
杜
を
学
ぶ
者
は
当
に
何
れ
の
ご
と
く
に
す
べ
く
ん
ば
而
ち
可
な
り

④

然
ら
ば
則
ち
杜
を
学
ぶ
者
は
当
に
何
如
な
る
べ
く
ん
ば
而
ち
可
な
る
か

⑤

然
ら
ば
則
ち
杜
を
学
ぶ
者
は
何
如
に
当
た
り
て
而
ち
可
な
ら
ん
か

【
例
題
三
答
】
太
字
は
、
そ
の
再
読
文
字
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
。

①
吾
将
に
焉

く
に
か
帰
せ
ん
と
す
。

い
づ

○訳
私
は
ど
こ
に
帰
ろ

う
と
す
る
の
か

。

「
将
」
と
同
じ
用
法
を
持
つ
再
読
文
字
と
し
て
「
且
」
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、

（
再
読
文
字
で
は
な
い
）
別
な
用
法
と
し
て
、
「
将
」
は
「
ひ
き
ヰ
ル
」
「
も

つ
テ
（
＝
以
）
」
「
は
タ
」
、
「
且
」
は
「
か
ツ
」
「
し
ば
ら
ク
」
と
も
読
む
。

②
斉
（
は
）
燕
を
攻
め
ん
と
欲
す
と
雖
（
ど
）
も
、
未
だ
能
は
ず
。

未

○訳
斉
は
燕
を
攻
め
よ
う
と
す
る
が
、
ま
だ
で
き
な
い
。

つ
い
で
に
、
返
読
文
字
の
「
欲
」
「
雖
」
も
確
認
し
て
お
こ
う
。

欲

（
～
し
よ
う
と
す
る
）

雖

（
～
だ
が
）

ス

未
ン
ト

（
ド
）
モ

止
ト

二

一

二

一

③
当
に
刑
を
論
ず
べ
し
。

○訳
当
然
刑
を
論
じ
る
べ
き
だ
。

止

④
応
に
花
を
惜
し
む
人
を
笑
ふ
べ
し
。

止

○訳
き
っ
と
花
を
惜
し
む
人
を
笑
う
だ
ろ
う
（
は
ず
だ
）
。

ち
な
み
に
、
別
な
用
法
と
し
て
、
「
こ
た
フ
」
と
も
読
む
。

⑤
君
の
酒

太

だ
過
ぐ
、
宜
し
く
之
を
断
つ
べ
し
。

は
な
は

止

君
の
酒
は
と
て
も
度
が
過
ぎ
て
い
る
、
こ
れ
を
断
つ
の
が
よ
い
。

ち
な
み
に
、
別
な
用
法
と
し
て
、
「
む
べ
ナ
リ
」
と
も
読
む
。

⑥
猶
ほ
千
歳
の
齢
を
保
つ
が
ご
と
し
。

体

○訳
ち
ょ
う
ど
（
あ
た
か
も
）
千
年
の
寿
命
を
保
つ
よ
う
だ
。

右
の
文
の
「
保
つ
」
に
相
当
す
る
部
分
に
、
用
言
で
は
な
く
名
詞
が
来
る
こ

と
も
あ
る
。
そ
の
時
は
、
「
名
詞
＋
の
ご
と
し
」
と
な
る
。

「
猶
」
と
同
じ
使
い
方
を
す
る
再
読
文
字
と
し
て
「
由
」
も
あ
る
。

ち
な
み
に
、
別
な
用
法
と
し
て
、
「
猶
」
は
抑
揚
形
で
も
用
い
る
。

⑦
吾
が
子
盍
ぞ
之
を
遂
げ
ざ
る
。

未

○訳
私
の
子
供
は
ど
う
し
て
こ
れ
を
成
し
遂
げ
な
い
の
か
、

成
し
遂
げ
る
が
よ
い
。

「
盍
」
が
二
字
に
な
っ
て
「

何

不

」
の
形
で
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

ゾ

ル

未

二

一

「
盍
」
と
同
じ
使
い
方
を
す
る
再
読
文
字
と
し
て
「

蓋
」
も
あ
る
。
ち
な
み

に
、
別
な
用
法
と
し
て
、
「
蓋
」
は
「
け
だ
シ
」
と
も
読
む
。

⑧
の
答
→

③
（
正
確
な
書
き
下
し
文
は
、
「
先
づ
須
ら
く
熟
読
し
、

其
の
言
を
し
て
皆
吾
の
口
よ
り
出
づ
る
が
ご
と
か
ら
し
む
べ
し
。」）

止

○訳
ま
ず
十
分
に
熟
読
し
、
そ
の
本
の
言
葉
が
皆
自
分
の
口
か
ら

出
た
よ
う
に
（
感
じ
ら
れ
る
ま
で
）
読
み
込
む
必
要
が
あ
る
。

「
須
」
の
知
識
だ
け
で
、
③
か
⑥
の
二
つ
に
ま
で
絞
れ
る
。

⑨
の
答
→

④

「
当
」
の
知
識
で
③
か
④
、
「
何
如
」
で
疑
問
か
反
語
だ
か
ら
④
．

…
…
再
読
文
字
は
、
こ
こ
に
登
場
し
た
も
の
で
す
べ
て
で
あ
る
。
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○
使
役
形

【
例
題
四
】
次
の
各
問
い
に
答
え
よ
。

①
王

遂

使

左

右

捕

虎

。

（
１
）
訓
点
を
施
し
、
口
語
訳
せ
よ
。（
２
）「
使
」
と
同
じ
用
法
を
持
つ
字
を
、

次
の

①
～

⑦
の
う
ち
か
ら
三
つ
選
べ
。

（
セ
ン
タ
ー

本
試
改
題
）

'95

①
令

②
雖

③
被

④
非

⑤
遣

⑥
猶

⑦
教

②
王
令
養
之
。（
平
仮
名
で
書
き
下
せ
、
現
代
仮
名
遣
い
で
可
）
（
九
大

）
'05

③
鼠

至

使

余

驚

欲

走

。

（
返
り
点
と
書
き
下
し
の
組
合
わ
せ
で
正
し
い
も
の
を
一
つ
）（
セ
ン
タ
ー

本
試
改
題
）

'04

①
鼠
至
下

使
二

余
驚
一

欲
上
レ

走
。
鼠
余
を
し
て
驚
か
し
め
走
げ
ん
と
欲
す
る
に
至
る
。

わ
れ

に

②
鼠
至
レ

使
二

余
驚
欲
一レ

走
。
鼠
余
を
し
て
驚
き
て
走
げ
ん
と
欲
せ
し
む
る
に
至
る
。

③
鼠
至
レ

使
二

余
驚
一

欲
レ

走
。
鼠
余
を
し
て
驚
か
し
む
る
に
至
り
走
げ
ん
と
欲
す
。

④
鼠
至
下

使
二

余
驚
一

欲
上
レ

走
。
鼠
余
を
し
て
驚
か
し
め
走
げ
ん
と
欲
せ
し
む
る
に
至
る
。

⑤
鼠
至
レ

使
二

余
驚
欲
一

走
。
鼠
余
を
し
て
驚
か
ん
と
欲
せ
し
む
る
に
至
り
て
走
ぐ
。

④
命

百

姓

食

糟

糠

。

（
糟
糠
＝
粗
末
な
食
べ
物
、
訓
点
を
施
し
、
口
語
訳
せ
よ
。
）

【
例
題
四
答
】

①
は
、
使
役
形
の
最
も
典
型
的
な
形
「

Ｓ
使

Ａ

Ｂ
。
」

し

ム

ヲ
シ
テ

未

（

○訳
Ｓ
が
Ａ
に
Ｂ
さ
せ
る
。
）
の
文
。

二

一

Ｓ

Ａ

Ｂ

①
（
１
）

王

遂

使

左

右

捕

虎

。

ニ

ム

ヲ
シ
テ

ラ
ヘ

二

一レ

○訳
王
は
と
う
と
う
側
近
に
虎
を
捕
ま
え
さ
せ
た
。

（
○
使
役
形

の
続
き
）

【
例
題
四
答

の
続
き
】

①
（
２
）
使
役
形
で
「
し
む
」
と
読
め
る
字
は
「
使
」「
令
」「
遣
」「
教
」

の
四
つ
。

答
は

①
⑤
⑦
。
但
し
、
「
教
」
「
遣
」
は
、
「
Ａ
に

教
へ
て
Ｂ
し
む
」
「
Ａ
を
遣
は
し
て
Ｂ
し
む
」
と
読
む
こ
と
も
あ
る
。

未

未

こ
の
時
、
使
役
の
助
動
詞
「
し
む
」
は
Ｂ
の
送
り
仮
名
と
し
て
現
れ
る
。

②
の
答

お
う
こ
れ
を
や
し
な
わ
し
む
。

使
役
形
で
Ｓ
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
Ａ
も
省
略
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
②
の
文
は
Ａ
が
省
略
さ
れ
た
文
。

③
の
答

②

「

Ｓ

使

Ａ

Ｂ

Ｂ
。

」

ム

ヲ
シ
テ

１
用(

テ)

２
未

二

一

他
者
に
さ
せ
た
内
容
を
表
す
Ｂ
（
多
く
は
動
詞
）
が
二
つ
以
上
あ
る
場

合
、
最
後
の
動
詞
を
除
い
て
は
連
用
形
で
止
め
（
或
い
は

○用
＋
「
て
」
）
、

最
後
の
動
詞
を
未
然
形
に
し
て
「
し
む
」
を
付
け
る
。

④
の
答

命

百

姓

食

糟

糠

。

ジ
テ

ニ

ハ
シ
ム

ヲ

二

一

二

一

○訳
人
民
に
命
令
し
て
粗
末
な
食
べ
物
を
食
べ
さ
せ
た
。

「
命
」
が
使
役
を
暗
示
す
る
助
字
（
＝
そ
の
字
自
体
は
「
し
む
」
と
読

ま
な
い
が
、
下
の
動
詞
の
送
り
仮
名
に
「
し
む
」
を
つ
け
る
こ
と
が
多

い
字
の
こ
と
）
。
「
命
」
の
他
に
「
説
」
「
勧
」
「
属
」
「
詔
」
な
ど
が
代
表

的
。
問
題
①
で
出
て
き
た
「
教
」
「
遣
」
も
使
役
を
暗
示
す
る
助
字
に
な

る
わ
け
だ
。
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○
否
定
形

【
例
題
五
】
各
文
に
訓
点
を
付
し
、
口
語
訳
せ
よ
。

①
非

盗

。

②
己

所

不

欲
、
勿

施

於

人
。

③
莫

不

有

死
。

（
九
大

改
題
）

'11

④
不

可

不

助

故

人

。

⑤
不

敢

不

飲
。

（
東
大

改
題
）

'02

⑥
非

読

書

不

能

究

道
。

（
九
大

改
題
）

'04

⑦
不

尽

対
。

⑧
尽

不

対
。

ま
ず
、
否
定
の
基
本
と
な
る
字
は
、
「
不
」
「
無
」
「
非
」
で
あ
る
。

「
不

。
」

「
非

。
」

「
無

。
」

未

ズ

ニ

シ

二

一

二

一

二

一

○訳

し
な
い
。

○訳

で
は
な
い
。

○訳

が
な
い
。

「
不
」
の
時
は
、

部
に
は
主
に
用
言
、
「
非
」
「
無
」
の
時
に
は

主
に
体
言
（
た
ま
に
用
言
の
連
体
形
）
が
入
る
。
ま
た
、
「
不
」
の
代

わ
り
に
「
弗
」
、
「
無
」
の
代
わ
り
に
「
莫
」
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

①
の
答

非

盗
。
○訳
盗
人
で
は
な
い
。

ズ

ニ

レ

（
別
解
）

非
レ

盗
。

○訳
盗
む
の
で
は
な
い
。

ズ

ム
ニ

②
に
つ
い
て
。
①
で
登
場
し
た
「
無
」（
＝
莫
・
勿
・
毋
）
は
命
令
形
で
「
な

シ

カ
レ
」
と
読
ん
で
、
禁
止
を
表
す
こ
と
が
あ
る
。

「
無
二

一

。
」

○訳

し
て
は
い
け
な
い
。

カ
レ

体(

コ
ト)

②
の
答

己

所
レ

不
レ

欲
、
勿
レ

施
二

於

人
一

。

ノ

ル

セ

カ
レ

ス(

コ
ト)

ニ

○訳
自
分
の
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
、
他
人
に
も
し
て
は
い
け
な
い
。

↑
ち
な
み
に
、「
所
」
が
返
読
文
字
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

「
所
二

一

。
」

○訳

す
る
こ
と
（
人
・
も
の
）

体
部
に
来
る
動
詞
を
名
詞
化
す
る
働
き
が
あ
る
。

③
～
⑥
ま
で
は
、
一
文
の
中
に
否
定
語
が
二
字
含
ま
れ
る
文
の
見
分
け
方
を

習
得
す
る
た
め
に
並
べ
た
。
ま
ず
、
③
は
否
定
語
が
二
字
連
続
し
て
い
る
。

こ
の
文
は
、
①
で
見
た
否
定
の
基
本
と
な
る
字
「
不
」
「
無
」
「
非
」
が
二
つ

並
ん
だ
だ
け
の
も
の
だ
と
考
え
て
訓
点
を
付
す
と
う
ま
く
い
く
。

③
の
答

莫
レ

不
レ

有
レ

死
。

シ

ル

ラ

○訳
死
が
な
い
も
の
は
な
い
。
（
皆
、
死
が
あ
る
。
）

右
の
例
文
な
ら
、
ま
ず
「
不
有
」
の
部
分
だ
け
を
考
え
（
＝
有
ら
ず
）
、「
莫
」

に
つ
な
げ
る
た
め
に
「
不
」
を
連
体
形
に
す
る
、
と
考
え
れ
ば
よ
い
。
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（
○
否
定
形

の
続
き
）

④
は
、
二
つ
の
否
定
語
の
間
に
可
能
の
字
を
挟
む
形
。

④
の
答

不
レ

可
レ

不
レ

助
二

故

人
一

。

カ
ラ

ル

ケ

ヲ

○訳
昔
な
じ
み
の
友
人
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
形
は
、「
不
レ

可
レ

不
二

一

」
の
他
に
左
の
二
つ
が
あ
る
。

カ
ラ

ル

未

・
不
レ

得
レ

不
二

一

・
不
レ

能
レ

不
二

一

ル
ヲ

未

あ
た
ハ

ル

未

（
二
つ
と
も

○訳
は
「

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」
）

⑤
は
、
二
つ
の
否
定
語
の
間
に
副
詞
を
挟
む
「
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
の
形
。

⑤
の
答

不
二

敢

不
一レ

飲
。

ヘ
テ

ン
バ
ア
ラ

マ

○訳
ど
う
し
て
も
飲
ま
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。

こ
の
形
は
、「
不
三

敢

不
二

一

」
の
他
に
左
の
二
つ
が
あ
る
。

ヘ
テ

ン
バ
ア
ラ

未

未
三

嘗

不
二

一

○訳
こ
れ
ま
で

し
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
。

ダ

か

つ
テ

ン
バ
ア
ラ

未

不
三

必

不
二

一

○訳
必
ず
し
も

し
な
い
と
は
限
ら
な
い
。

ズ
シ
モ

ン
バ
ア
ラ

未

③
④
⑤
の
ど
れ
で
も
な
い
な
ら
、
仮
定
形
を
考
え
る
と
よ
い
。
（
→

頁
）

11

⑥
の
答

非

二

読

書
一

不
レ

能
レ

究

レ

道
。

ズ
ン
バ

ニ

ハ

ム
ル

ヲ

○訳
読
書
で
な
い
な
ら
ば
、
道
を
究
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

上
ペ
ー
ジ
の
補
足
。
こ
ん
な
の
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
次
の
例
。

爾

不
レ

憂
不
レ

嘆
。

○訳
お
前
は
憂
え
な
い
し
、
嘆
か
な
い
。

な
ん
ぢ

ヘ

カ

否
定
語
が
二
字
含
ま
れ
る
が
、
③
④
⑤
⑥
の
い
ず
れ
で
も
な
い
（
単
な
る
並

列
）
。
た
だ
、
出
題
さ
れ
る
の
は
③
～
⑥
が
多
い
だ
ろ
う
（
も
っ
と
言
え
ば
、

⑤
も
二
次
で
し
か
で
な
い
と
思
う
）
。
以
上
が
、
一
文
の
中
に
否
定
語
が
二

字
含
ま
れ
る
文
の
見
分
け
方
。

⑦
⑧
は
、
部
分
否
定
と
全
部
否
定
。
人
に
い
く
つ
か
の
こ
と
を
質
問
さ
れ

て
、
部
分
的
に
答
え
な
か
っ
た
か
、
全
部
答
え
な
か
っ
た
か
の
違
い
で
あ
る
。

⑦
の
答

不
二

尽

対
一

。

○訳
全
部
は
答
え
な
か
っ
た
。

ク
ハ

こ
た
ヘ

⑧
の
答

尽

不
レ

対
。

○訳
全
部
答
え
な
か
っ
た
。

ク

ヘ

部
分
否
定
は
、
「
否
定
語
＋
程
度
の
副
詞
」
、
全
部
否
定
は
、
「
程
度
の
副
詞

＋
否
定
語
」
の
語
順
。
副
詞
は
、
常
・
倶
・
尽
・
皆
・
全
・
多
・
久
・
再
な

ど
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
部
分
否
定
の
時
の
副
詞
の
送
り
仮
名
が
少
し
厄
介
。

部
分
否
定
の
副
詞
の
送
り
仮
名
＝
全
部
否
定
の
副
詞
の
送
り
仮
名
＋
「
ハ
」

（
例
）
常

不
レ

笑
。

→

不
二

常

笑
一

。

ニ

ハ

ニ
ハ

ハ

但
し
、

・
「
復
」
→

○全
も

○部
も
「
ま
タ
」

例
外
が

・
「
必
」
→

○全
「
か
な
ら
ズ
」

○部
「
か
な
ら
ズ
シ
モ
」

三
つ
。

・
「
甚
」
→

○全
「
は
な
は
ダ
」

○部
「
は
な
は
ダ
シ
ク
ハ
」

ま
た
、
部
分
否
定
の
訳
は
、
誰
も
が
部
分
否
定
と
取
っ
て
く
れ
る
も
の
を
心

掛
け
よ
う
。
一
度
訳
し
た
後
、
自
分
で
冷
静
に
見
返
し
て
み
た
方
が
よ
い
。
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○
仮
定
形

【
例
題
六
】
平
易
な
現
代
語
に
訳
せ
。
（
東
大

）
'02

梅

以
レ

曲

為
レ

美
、
直

則

無
レ

姿
。

ハ

テ

ヲ

シ

ト

ナ
レ
バ

チ

シ

（
句
形
）

（
１
）
順
接
仮
定
条
件

如
（
若
）
～

も
シ
～
バ
（
も
し
～
な
ら
ば
）

シ

バ

苟

～

い
や
し
ク
モ
～
バ
（
も
し
～
な
ら
ば
）

ク
モ

バ

～

則

～(
レ)

バ
す
な
は
チ
（
～
な
ら
ば
・
～
す
る
と
）

バ

チ

今

～

い
ま
～
バ
（
今
も
し
～
な
ら
ば
）

バ

使
二

～
一

～
し
メ
バ
（
も
し
～
さ
せ
た
な
ら
ば
）

メ
バ

微
二

～
一

～
な
カ
リ
セ
バ
（
も
し
～
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
）

カ
リ
セ
バ

（
２
）
逆
説
仮
定
条
件

縦
（
仮
令
）
～

た
と
ヒ
～
ト
モ
（
た
と
え
～
と
し
て
も
）

ヒ

ト
モ

雖
二

～
一

～
ト
い
へ
ど
モ
（
た
と
え
～
と
し
て
も
）

モ

ト※
「
雖
」
は
逆
説
確
定
条
件
で
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

（
３
）
否
定
の
句
法
を
並
べ
る
形

不
レ

Ａ
、

不
レ

Ｂ

（
Ａ
し
な
け
れ
ば
、
Ｂ
し
な
い
。
）

ン
バ

未

未

無
レ

Ａ
、

不
レ

Ｂ

（
Ａ
が
な
け
れ
ば
、
Ｂ
し
な
い
）
。

ク
ン
バ

未

非
レ

Ａ
、

不
レ

Ｂ

（
Ａ
で
な
け
れ
ば
、
Ｂ
し
な
い
。
）

ズ
ン
バ

ニ

未

※
漢
文
で
は
「
已
然
形
＋
ば
」
は
万
能
で
、
仮
定
条
件
や
、
稀
に
逆

接
に
も
用
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
文
脈
判
断
が
必
要
に
な
る
。

※
右
の
※
に
関
連
す
る
が
、（
３
）
は
、「
無

」「
不

」「

非

」

な

ケ
レ
バ

ざ

レ
バ

あ
ら
ザ
レ
バ

と
「
已
然
形
＋
ば
」
で
読
ん
で
も
よ
い
。

【
例
題
六
答
】
梅
は
曲
が
っ
て
い
る
の
を
美
し
い
と
思
う
が
、
真
っ
す
ぐ
な

ら
ば
見
ど
こ
ろ
が
な
い
。（
「
以
レ

Ａ

為
レ

Ｂ
」
＝
Ａ
を
Ｂ
と
み
な
す
、
思
う
）

○
比
況
形

【
例
題
七
】
傍
線
部
の
正
し
い
読
み
を
一
つ
選
べ
。
（
セ
ン
タ
ー
試
行
テ
ス
ト
）

若

如
レ

此
、
但

須
二

我

去
一

耳
。

ダ

ラ
ク

ル

キ

①
な
ん
ぢ
こ
の
ご
と
き
は

②
な
ん
ぢ
こ
の
ご
と
く
す
れ
ば

③
も
し
こ
れ
に
し
か
ば

④
も
し
か
く
の
ご
と
く
ん
ば

⑤
わ
か
き
こ
と
こ
れ
に
し
か
ば

⑥
わ
か
き
こ
と
か
く
の
ご
と
き
は

「
若
」
「
如
」
が
比
況
形
の
時
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

体
ガ

若

（
如
）

（

○訳

の
よ
う
だ
）

ご
と
シ

一

二

体
言
一ノ

比
況
形
で
「
ご
と
シ
」
と
読
む
と
き
は
返
読
文
字
。
右
の
例
題
で

は
、
出
題
者
は
返
り
点
を
付
け
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
「
若
」

に
は
な
い
の
で
、
「
若
」
は
「
ご
と
シ
」
と
は
読
め
な
い
。

「
若
（
如
）
」
共
通
の
他
の
読
み
と
し
て
は
、
「
も
シ
」
（
仮
定
形
）

「
し
ク
（

○訳
及
ぶ
）
」
（
動
詞
、
「
不
若
」
の
形
で
比
較
形
）
が
あ
る
。

「
若
」
は
二
人
称
「
な
ん
ぢ
」
と
し
て
も
用
い
る
。
な
お
、
漢
文

で
は
「
わ
か
シ
」
と
は
読
め
な
い
。
（
「

少

」
を
使
う
）

わ
か
シ

傍
線
部
の
残
り
の
二
字
は
、
読
み
で
大
切
な
熟
語
で
「
か
ク
ノ

ご
と
シ
」
で
あ
る
。

○訳
は
「
こ
の
よ
う
だ
」
な
の
で
意
味
的
に
は
比

況
。「
如
レ

是
」「
若
レ

此
」「
若
レ

是
」
と
も
書
く
。

【
例
題
七
答
】
④

ち
な
み
に
、
再
読
文
字
「
猶
」
も
、
意
味
的
に
は
比
況
だ
よ
ね
。
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○
限
定
形
と
累
加
形

【
例
題
十
】
傍
線
部
と
同
じ
意
味
・
用
法
を
持
つ
語
は
ど
れ
か
。

悪
レ

我

者

特

爾
。

ム

ヲ

ハ

ノ
ミ

①
凡

②
夫

③

只

④
抑

⑤
蓋

（
１
）
限
定
の
副
詞
（

○訳
た
だ
～
だ
け
だ
）

ａ

惟
・
唯
・
但
・
只
・
直
・
徒
・
特
な
ど
（
た
ダ
～
（
ノ
ミ
））

ｂ

独

（
ひ
と
リ
～
（
ノ
ミ
））

ｃ

僅

（
わ
づ
カ
ニ
～
（
ノ
ミ
））

※
ａ
の
「
直
」
を
「
た
だ
チ
ニ
」
、「
徒
」
を
「
い
た
づ
ラ
ニ
」
と

読
む
こ
と
も
あ
る
。（
そ
の
時
は
限
定
の
意
味
は
持
た
な
い
）

※
ｂ
は
人
間
以
外
に
も
使
う
。
意
味
は
ａ
に
同
じ
。

（
２
）
限
定
の
終
尾
詞
（

○訳

～
だ
け
だ
）

已
・
耳
・
而
已
・
而
已
矣
・
爾

（
の
み
）

【
例
題
十
答
】

③

（

○訳
私
を
憎
む
人
は
た
だ
お
前
だ
け
だ
）

累
加
形
は
、
基
本
的
に
限
定
形
の
上
に
否
定
詞
が
付
い
た
だ
け
。

不

惟

～

、
（
亦
）

…

ダ
ニ

ノ
ミ
ナ
ラ

(

タ)

二

一

た
ダ
ニ
～
ノ
ミ
ナ
ラ
ず
、
（
ま
た
）
…

○訳
た
だ
～
だ
け
で
は
な
く
、
（
ま
た
）
…

※
否
定
詞
に
は
「
非
」
「
無
」
も
使
わ
れ
る
。

右
の
例
文
を
累
加
形
に
す
る
と
、

悪
レ

我

者

非
二

特

爾
一

。

と
な
る
。

ム

ヲ

ハ

ズ

ダ
ニ

ノ
ミ
ニ

○
比
較
形

【
例
題
八
】
①
は
、
同
じ
用
法
の
「
於
」
を
含
む
文
を
一
つ
選
べ
。
②
は

傍
線
部
を
分
か
り
や
す
く
口
語
訳
。
③
は
す
べ
て
平
仮
名
で
書
き
下
せ
。

①
速

亡

愈
二

於

久

生
一

。（
セ
ン
タ
ー

本
試
、

本
試
改
題
）

'96

'91

①

青

出
二

於

藍
一

。

②

良

薬

苦
二

於

口
一

。

③

苛

政

猛
二

於

虎
一

。

④

君

子

博

学
二

於

文
一

。

⑤

先

則

制
レ

人
、
後

則

制
二

於

人
一

。

②
予

豎

子

也
。
不
レ

如
レ

汝
。

わ
れ
ハ

③
莫

如

有

所

愛
。

①
は
、
置
き
字
「
於
」
を
用
い
た
比
較
形
で
あ
る
。

Ａ

Ｃ

於
（
于
・
乎
）
Ｂ
。

○訳
Ａ
は
Ｂ
よ
り
も
Ｃ
だ
。

ハ

ヨ
リ(

モ)

二

一

「
於
（
于
・
乎
）」
に
は
色
々
な
用
法
が
あ
る
。
例
題
の
選
択
肢
を
用
い
て

説
明
す
る
と
、
①
が
起
点
、
②
が
場
所
、
③
が
比
較
、
④
が
対
象
、
⑤
が
受

身
で
あ
る
。
比
較
の
時
は
、
Ｃ
に
形
容
詞
か
形
容
動
詞
が
く
る
こ
と
が
多
い
。

①
の
答

③
（
速
や
か
に
亡
ぶ
る
は
久
し
く
生
く
る
よ
り
も
愈
る
）

《
ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と

》
①
の
文
が
セ
ン
タ
ー
に
出
た
時
の
正
解
は
、「
速
や
か
に

!!

亡
ぶ
る
は
久
し
く
生
く
る
に
愈
る
」
だ
っ
た
。
比
較
な
の
に
な
ぜ
？
と
思
う
か
も
し

れ
な
い
が
、
訓
点
は
日
本
人
が
漢
文
を
理
解
す
る
た
め
に
後
か
ら
作
っ
た
も
の
な
の

で
、
若
干
の
差
異
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
の
だ
。
勿
論
私
達
と
し
て
は
、
比
較
だ
と

思
っ
た
ら
「
よ
り
も
」
と
送
り
仮
名
を
付
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
だ
。
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（
○
比
較
形

の
続
き
）

②
は
比
較
級
。

・
「
不
如
（
不
若
）
」
で
比
較
を
表
す
形

Ａ

不
レ

如
レ

Ｂ
。

○訳
Ａ
は
Ｂ
に
及
ば
な
い
。

ハ

し

カ

ニ

こ
の
句
形
の
場
合
、
例
文
②
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
Ａ
が
省
略
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
今
、
設
問
の
要
求
が
「
分
か
り
や
す
く
」
だ
か
ら
、
Ａ

を
補
っ
て
訳
す
必
要
が
あ
る
。

②
の
答

（
私
は
青
二
才
だ
。
）
私
は
あ
な
た
に
及
ば
な
い
。

（
予
は
豎
子
な
り
。
汝
に
如
か
ず
。
）

③
は
最
上
級
。
あ
え
て
白
文
で
出
し
た
。
「
有
」
「
所
」
は
返
読
文
字
だ

と
知
っ
て
た
ら
で
き
る
か
な
、
と
思
っ
た
の
で
。

・
「
莫
如
（
莫
若
・
無
如
・
無
若
）
」
で
最
上
級
を
表
す
形

莫
レ

如
レ

Ａ
。

○訳
Ａ
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。

シ

し

ク
ハ

ニ

（
Ａ
が
一
番
だ
）

③
の
答

あ
い
す
る
と
こ
ろ
あ
る
に
し
く
は
な
し
。

（

○訳
愛
す
る
人
が
い
る
の
に
及
ぶ
こ
と
は
な
い
。
）

比
較
形
の
お
隣
さ
ん
に
「
選
択
形
」
と
い
う
句
形
が
あ
る
が
、
入
試
で

の
登
場
回
数
が
少
な
い
の
で
今
回
は
カ
ッ
ト
し
た
。
た
だ
し
、
選
択
形

で
登
場
す
る
「
寧
」
「
与
」
「
孰

与
」
の
読
み
ぐ
ら
い
は
知
っ
て
お
い
て

下
さ
い
。

○
受
身
形

【
例
題
九
】
傍
線
部
を
訳
せ
。

（
セ
ン
タ
ー

追
試
改
題
）

'17

君

為

人

所

紿

矣
。

あ
ざ
む
ク

二

一
レ

受
身
形
は
、
次
の
３
パ
タ
ー
ン
。

①
見
二

一

。

○訳
―
さ
れ
る
。

る

（
ら
ル
）

未

「
見
」
の
代
わ
り
に
「
被
」
「
所
」
「
為
」
も
用
い
る
。
「
る
」「
ら
ル
」

の
使
い
分
け
は
古
文
と
同
じ
で
、

部
の
動
詞
の
最
後
を
伸
ば
し
て

ア
ー
と
な
っ
た
ら
『
る
』
、
そ
う
で
な
き
ゃ
『
ら
ル
』
。
」
例
え
ば
、
「
見

レ

召
」
な
ら
、
「
召
さ
ア
ー
」
だ
か
ら
「
る
」
が
正
し
い
。

※
な
お
、
「
見
」
は
「
見

」
（
見
る
、
会
う
）
「

見

」
（
お
目
に
か
か

み

ル

ま
み
ユ

る
）
「

見

」
（
現
れ
る
）
「

見

」
（
現
す
）
と
も
読
む
。

あ
ら
は
ル

あ
ら
は
ス

②
為
二

Ａ

所
一レ

Ｂ

。

(

為
レ

Ａ

所
レ

Ｂ

。)

ル

ノ

ト

体

ニ

ノ

る

（
ら
ル
）

未

○訳
Ａ
に
Ｂ
さ
れ
る
。

★
但
し
、
「
Ａ
」
「
所
」
は
た
ま
に
省
略
さ
れ
る
。

↑
こ
の
形
に
は
「
る
」
「
ら
ル
」
と
い
う
読
み
が
入
ら
な
い
（
か
ら
難
し
い
）
。

九
大
で
は

年
に
、
「
為
レ

所
レ

窃

」
と
い
う
句
を
書
き
下
す

ぬ
す
ム

'04

問
題
が
出
た
。（
つ
ま
り
、
Ａ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
出
た
）

③
Ａ

於
（
于
・
乎
）
Ｂ
。

○訳
Ｂ
に
Ａ
さ
れ
る
。

未
ル
（
ラ
ル
）

ニ

二

一

比
較
形
（

）
で
登
場
し
た
「
於
」（
于
・
乎
）
を
用
い
る
も
の
。

p12

た
だ
し
、「
於
」
が
あ
っ
た
ら
絶
対
受
身
か
、
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
「
制
二

於

人
一

」
は
「
人
に
制
せ
ら
る
」
だ
け
で
な
く

「
人
を
制
す
」
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。
文
脈
で
判
断
。

【
例
題
九
答
】（
君
は
）
人
に
だ
ま
さ
れ
た
の
だ
。（
君
人
の
紿
く
所
と
為
る
。
）
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○
抑
揚
形

【
例
題
十
一
】
書
き
下
し
、
口
語
訳
せ
よ
。

為
二

英

雄
一

者

猶

若
レ

是
、
況

常

人

乎
。

た

ル

（
千
葉
大

）
'05

抑
揚
形
は
、
後
文
を
強
調
す
る
（
＝
揚
）
用
法
で
あ
る
。

且
ツ

①
Ａ

尚

Ｂ
。
（
而

）
況

Ｃ

乎
。

ス
ラ

ホ

ル
ヲ

ン
ヤ

ヲ

猶
ホ

○訳
Ａ
で
さ
え
Ｂ
だ
。
ま
し
て
Ｃ
は
な
お
さ
ら
Ｂ
だ
。

⇒

※
忘
れ
ず
に
。

な
お
、
抑
揚
形
を
訳
で
は
な
く
「
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
聞
い
て
、
Ｂ

等
を
補
わ
せ
る
形
の
出
題
も
あ
る
（
結
果
、
訳
に
近
い
解
答
に
な
る
）
。

②
Ａ

Ｂ
。
（
而

）
況

Ｃ

乎
。

ハ

ル
ヲ

ン
ヤ

ヲ

○訳
Ａ
は
Ｂ
だ
。
ま
し
て
Ｃ
は
な
お
さ
ら
Ｂ
だ
。

且
ツ

③
Ａ

尚

Ｂ
。
安

Ｃ

乎
。

ス
ラ

ホ

ク
ン
ゾ

未
ン

猶
ホ

○訳
Ａ
で
さ
え
Ｂ
だ
。
ど
う
し
て
Ｃ
し
よ
う
か
、
い
や
、
Ｃ
し
な
い
。

【
例
題
十
一
答
】

英
雄
た
る
者
す
ら
猶
ほ
是
く
の
ご
と
し
、
況
ん
や
常
人
を
や
。

○訳
英
雄
で
あ
る
人
で
さ
え
こ
の
よ
う
だ
。
ま
し
て
凡
人
は
な
お
さ
ら

こ
の
よ
う
だ
。

○
「
熟
語
問
題
」

例
の
、
あ
れ
。
実
は
、

以
前
と

以
降
で
設
問
が
変
わ
っ
て
い
る
。

'02

'03

以
前
…
「
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
」
を
一
つ
選
べ
。

'02
以
降
…
「
同
じ
意
味
を
含
む
熟
語
」
を
一
つ
選
べ
。

'03以
前
の
聞
き
方
な
ら
、
正
解
の
熟
語
を
そ
の
ま
ま
傍
線
部
に
入
れ

'02て
も
文
意
が
通
っ
て
い
た
。
し
か
し
例
え
ば

の
場
合
、
正
解
の
「
出

'03

藍
」
「
余
熱
」
は
、
熟
語
と
し
て
は
傍
線
部
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な

い
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
困
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
。

本
試
で
は
、「
同
じ
意
味
で
」

'07

に
戻
っ
た
の
だ
が
、
今
度
は
傍
線
部
（
線
が
引
い
て
あ
っ
た
の
は

「
善
」
）
の
漢
字
を
含
ま
な
い
二
次
熟
語
（
正
解
は
「
特
技
」
）
を
選

ば
せ
る
、
と
い
う
新
傾
向
が
登
場
し
た
の
だ
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
'09

追
試
で
は
、

以
前
の
パ
タ
ー
ン
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
も
聞
き
方
が

'02

行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
の
だ
が
、
た
だ
、
君
た
ち
に
で
き
る
の

は
、
次
の
こ
と
。

①
熟
語
問
題
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
設
問
を
よ
く
読
ん
で
、

設
問
に
沿
っ
た
形
で
考
え
て
い
く
、
と
い
う
鉄
則
を
守
る
。

②
意
味
が
分
か
ら
な
い
漢
字
に
出
く
わ
し
た
場
合
に
、
熟
語
を
作

る
と
う
ま
く
理
解
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
設
問
以
外

の
箇
所
で
も
使
っ
て
よ
い
技
。

（
例

「
報
」
→
「
報
復
」
「
報
恩
」
と
か
）

熟
語
問
題
は
過
去

回
出
題
さ
れ
て
い
る
が
、
２
回
出
た
の
は
「
易
」

19

の
み
で
あ
と
は
１
回
ず
つ
。
と
い
う
訳
で
、
未
出
の
、
複
数
の
意
味

を
持
つ
漢
字
を
次
ペ
ー
ジ
に
少
し
だ
け
並
べ
て
お
く
。
当
た
っ
た
ら

お
な
ぐ
さ
み
。
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案

①
考
え
る
「
思
案
」
②
計
画
「
議
案
」
③
公
文
書
「
答
案
」

白

①
明
ら
か
「
明
白
」
②
清
い
「
潔
白
」
③
明
る
い
「
白
日
」
④
告
げ
る
「
告
白
」

故

①
昔
の
「
故
事
」
②
以
前
の
「
故
郷
」
③
死
ぬ
「
物
故
」
④
災
い
「
事
故
」

⑤
わ
ざ
と
「
故
意
」
⑥
理
由
⑦
だ
か
ら

罪

①
過
ち
「
罪
状
」
②
刑
罰
（
を
加
え
る
こ
と
）「
断
罪
」

失

①
な
く
す
「
遺
失
」
②
誤
る
「
失
政
」

処

①
居
る
「
処
世
」
②
仕
官
せ
ず
家
に
い
る
「
出
処
」
③
捌
く
「
処
理
」
④
場
所

さ
ば

親

①
親
、
身
寄
り
「
親
類
」
②
親
し
い
「
親
善
」
③
自
分
で
「
親
書
」

造

①
つ
く
る
「
造
作
」
②
到
達
す
る
「
造
詣
」

卒

①
雑
兵
「
兵
卒
」
②
終
わ
る
「
卒
業
」
③
死
ぬ
「
卒
去
」
④
に
わ
か
に
「
卒
然
」

遊

①
あ
ち
こ
ち
を
回
る
「
遊
覧
」
②
楽
し
む
「
交
遊
」
③
泳
ぐ
「
遊
泳
」

○
漢
詩
の
知
識

〈
漢
詩
〉
セ
ン
タ
ー
試
験
に
な
っ
て
か
ら
十
一
度
出
題
。

①
詩
の
形
式

詩
体

詩
の
形
式

一
句
の

句
数

字
数

四
言
古
詩

四
字

古
詩

五
言
古
詩

五
字

古
体
詩

自
由

七
言
古
詩

七
字

（
六
朝
以
前
）

楽
府
（
が
ふ
）

不
定

五
言
絶
句

五
字

絶
句

四
句

七
言
絶
句

七
字

五
言
律
詩

五
字

近
体
詩

律
詩

八
句

七
言
律
詩

七
字

（
六
朝
末
以
後
）

五
言
排
律

五
字

十
二
句

排
律

七
言
排
律

七
字

以
上

②
押
韻偶

数
句
末
（
但
し
、
七
言
の
時
は
、
第
一
句
末
も
押
韻
す
る

こ
と
が
多
い
）
の
字
を
発
音
し
て
、
最
初
の
子
音
を
の
ぞ
い
た

部
分
（
例

歓

の
押
韻
は
「

」
）

kan

an

但
し
、
完
璧
に
押
韻
が
合
致
し
て
い
る
選
択
肢
が
な
い
問
題
も
あ

る
。
そ
の
時
は
、
一
番
似
て
い
る
選
択
肢
を
選
べ
ば
よ
い
（
平
成
11

年
追
試
が
そ
う
だ
っ
た
）
。
押
韻
し
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
古
代
中

国
語
に
お
い
て
で
あ
り
、
私
た
ち
は
私
た
ち
の
言
語
を
用
い
て
押
韻

を
推
測
す
る
し
か
な
い
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
も
生
じ
る
の
だ
。
ま
た
、

平
成

年
追
試
で
は
、
押
韻
が
変
化
し
て
い
く
詩
が
出
題
さ
れ
た
。

26

③
対
句対

句
と
は
、
対
の
句
の
同
じ
位
置
に
あ
る
語
の
文
法
上
の
働

き
（
名
詞
、
動
詞
、
形
容
詞
か
形
容
動
詞
、
そ
の
他
）
が
同
じ

で
あ
り
、
ま
た
、
意
味
の
上
で
も
何
ら
か
の
対
応
関
係
が
あ
る

も
の
を
言
う
。

（
例
）

涙

目

描

将

易

名
詞

動
詞

形
容
詞

愁

腸

写

出

難
（
平
成
十
二
年
追
試)

※
律
詩
の
場
合
、
頷
聯
（
第
三
句
と
第
四
句
）
、
頸
聯
（
第
五

句
と
第
六
句
）
は
必
ず
対
句
に
な
っ
て
い
る
。

過
去
の
出
題
で
は
、
押
韻
と
対
句
の
知
識
を
併
せ
て
問
う
問

題
も
出
題
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
。
（
右
に
挙

げ
た
平
成

年
追
試
が
そ
う
で
あ
る
）

12
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○
語
彙

【
和
漢
異
義
語
】

一
人
（
い
ち
に
ん
）

天
子

遠
慮

将
来
を
見
通
し
た
深
い
考
え

稽
古

昔
の
事
柄
を
考
え
調
べ
る
こ
と

傾
国

絶
世
の
美
人

故
人

昔
な
じ
み
・
旧
友

左
右

側
近

小
人
（
し
ょ
う
じ
ん
）

徳
の
な
い
人
・
私
（
謙
譲
の
自
称
）

城

城
壁
を
め
ぐ
ら
せ
た
街

人
間
（
じ
ん
か
ん
）

人
の
世
・
俗
世
間

絶
句

四
句
か
ら
成
る
漢
詩
の
こ
と

大
丈
夫
（
だ
い
じ
ょ
う
ふ
）

意
志
の
強
い
立
派
な
男

大
人
（
た
い
じ
ん
）

徳
の
あ
る
人

馳
走

馬
を
走
ら
せ
る

長
者

年
長
者
・
目
上
の
人

百
姓
（
ひ
ゃ
く
せ
い
）

人
民

迷
惑

道
に
迷
う
・
心
が
迷
う

【
複
合
語
】

所
謂
（
い
は
ゆ
る
）

世
に
い
う

今
者
（
い
ま
）

今

以
為
（
お
も
ヘ
ラ
ク
）

思
う
こ
と
に
は

若
レ

是
（
如
レ

此
）
（
か
ク
ノ
ご
と
シ
）

こ
の
よ
う
だ

寡
人
（
く
わ
じ
ん
）

私
（
諸
侯
の
一
人
称
）

於
レ

是
（
こ
こ
ニ
お
イ
テ
）

そ
こ
で

是
以
（
こ
こ
ヲ
も
つ
テ
）

こ
う
い
う
わ
け
で

以
レ

是
（
こ
れ
ヲ
も
つ
テ
）

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

不
レ

然
（
し
か
ラ
ず
ン
バ
）（
不

者

）

そ
う
で
な
け
れ
ば

し
か
ら
ず
ン
バ

已
而
（
す
で
ニ
シ
テ
）

や
が
て

就
中
（
な
か
ん
づ
く
）

と
り
わ
け

何
則
（
な
ん
ト
ナ
レ
バ
す
な
は
チ
）

な
ぜ
か
と
い
う
と

何
為
者
（
な
ん
す
ル
も
の
ゾ
）

何
者
か

何
也
（
な
ん
ゾ
や
）

ど
う
し
て
か

何
謂
也
（
な
ん
ノ
い
ヒ
ゾ
や
）

ど
う
い
う
意
味
か

為
レ

人
（
ひ
と
ト
な
リ
）

人
柄
・
性
質

昔
者
（
む
か
し
）

昔

宜
乎
（
む
べ
ナ
ル
か
な
）

も
っ
と
も
だ
な
あ

不
レ

得
レ

已
（
や
ム
ヲ
え
ず
）

仕
方
が
な
く

已
乎
・
已
矣
（
や
ん
ヌ
ル
か
な
）

こ
れ
ま
で
だ
な
あ

所

以

（
ゆ
ゑ
ん
）

①

す
る
理
由

二

一

②

す
る
も
の
・
こ
と
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（
○
語
彙

の
続
き
）

【
副
詞
】

肯
（
あ
へ
テ
）

進
ん
で
～
す
る

※
「
不
レ
肯
」
は
「
が
へ
ん
ゼ
ず
」
と
読
む
。

徒
（
い
た
づ
ら
ニ
）

無
駄
に

※
「
た
ダ
」
と
も
読
む
。

蓋
（
け
だ
シ
）

思
う
に

悉
（
こ
と
ご
と
ク
）

皆

乃
（
す
な
は
チ
）

そ
こ
で
・
そ
し
て

即
（
す
な
は
チ
）

す
ぐ
に

便
（
す
な
は
チ
）

す
ぐ
に

輒
（
す
な
は
チ
）

そ
の
た
び
ご
と
に
・
す
ぐ
に

則
（
す
な
は
チ
）

～
な
ら
ば
（
→

）
・
～
す
る
と

p20

抑
（
そ
も
そ
モ
）

一
体
・
さ
て

忽
（
た
ち
ま
チ
）

突
然

竟
・
遂
・
終
・
卒
（
つ
ひ
ニ
）

結
局

・「
遂
」
は
「
そ
の
ま
ま
」
の
意
も
あ
る
。

窃
（
ひ
そ
カ
ニ
）

そ
っ
と
・
恐
れ
な
が
ら
（
謙
遜
の
語
）

能
（
よ
く
）

～
で
き
る

・「
不
レ
能
」
は
「
あ
た
は
ず
」
と
読
む
。

尤
（
も
っ
と
モ
）

最
も
・
は
な
は
だ

固
（
も
と
ヨ
リ
）

元
々

※
「
ま
こ
と
ニ
」「
か
た
シ
」
と
も
読
む
。

（
○
語
彙

の
続
き
）

【
動
詞
】

対
（
こ
た
フ
）

目
上
の
人
に
答
え
る

事
（
つ
か
フ
）

仕
え
る

悪
（
に
く
ム
）

憎
む

※
「
あ
く
」「
い
づ
ク
ン
ゾ
」

「
い
づ
ク
ニ
（
カ
）
」
と
も
読
む
。

已
（
や
ム
）

や
め
る
・
終
わ
る

※
「
す
で
ニ
」「
す
で
ニ
シ
テ
」

「
の
み
」
と
も
読
む
。

之
（
ゆ
ク
）

行
く

※
「
こ
れ
（
こ
レ
）
」「
の
」
と
も
読
む
。

為
（
を
さ
ム
）

治
め
る

※
「
つ
く
ル
」「
な
ス
」「
な
ル
」「
た
リ
」

「
る
・
ら
ル
」「
た
め
ニ
」
と
も
読
む
。

○
コ
ラ
ム

｢

複
数
テ
キ
ス
ト｣

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
で
は
、
各
大
問
で
、
本
テ
キ
ス

ト
と
は
別
の
テ
キ
ス
ト
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
両
テ

キ
ス
ト
の
共
通
点
や
相
違
点
に
つ
い
て
問
う
た
り
、
一
方
の

テ
キ
ス
ト
内
容
を
活
か
し
て
も
う
一
方
の
テ
キ
ス
ト
を
よ
り

深
く
理
解
す
る
と
い
っ
た
問
い
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
今
後

増
え
る
出
題
形
式
な
の
で
、
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。
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○
漢
文
の
文
学
史

漢
文
の
文
学
史
を
入
試
で
問
う
大
学
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
但
し
、
近
年
の

セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
基
礎
的
な
文
学
史
は
学
習
し
て
い
る
と
い
う
前
提
の

も
と
に
出
題
し
て
い
る
問
題
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
諸
子
百
家
】

諸

子

思

想

な

ど

人

物

書

名

そ

の

他

孔
子

『
論
語
』

字
は

仲
尼

ち
ゅ
う
じ

儒
家

仁
・
徳
治
主
義

孟
子

『
孟
子
』

性
善
説

荀
子

『
荀
子
』

性
悪
説

老
子

『
老
子
』

道
家

無
為
自
然

荘
子

『
荘
子
』

法
治
主
義

韓
非

『
韓
非
子
』

韓
非
子
は
荀
子
の

法
家

信
賞
必
罰

李
斯

影
響
を
受
け
た

り

し

墨
家

兼
愛
・
非
攻

墨
子

『
墨
子
』

兵
家

兵
法
を
説
い
た

孫
子

『
孫
子
』

←
最
古
の
兵
法
書

蘇
秦

合
従
策

縦
横
家

外
交
策
を
説
い
た

張
儀

連
衡
策

☆
四
書
…
儒
教
の
必
読
書
。
『
大
学
』
『
中
庸
』
『
論
語
』
『
孟
子
』

五
経
…
儒
教
の
「
四
書
」
に
次
ぐ
必
読
書
。

『
書
経
』
『
易
経
』
『
詩
経
』
『
春
秋
』
『
礼
記
』

【
詩
人
・
文
章
家
】

春
秋

『
詩
経
』
（
最
古
の
詩
集
・
孔
子
編
纂
か
？
）

戦
国

屈
原
『
楚
辞
』

漢

〈
楽
府
（
＝
民
謡
）
〉

三
国

曹
植
（
魏
・
曹
操
の
子
）

南
北
朝

東
晋

陶
潜
（
陶
淵
明
）
『
帰
去
来
辞
』
『
桃
花
源
記
』

初
唐

陳
子
昴

盛
唐

李
白
・
杜
甫
・
王
維
・
孟
浩
然

唐

白
居
易
（
白
楽
天
）
『
長
恨
歌
』『
白
氏
文
集
』

中
唐

韓
愈
・
柳
宗
元

（
唐
）
韓
愈
・
柳
宗
元

↑

晩
唐

杜
牧

唐
宋
八
大
家
（
文
章
家
）

↓

北
宋

蘇
軾
（
蘇
東
坡
）・
王
安
石

（
宋
）
欧
陽
脩
・
蘇
洵

蘇
軾
・
蘇
轍

南
宋

陸
游

王
安
石
・
曾
鞏

☆
李
白
…
「
詩
仙
」
と
称
さ
れ
た

杜
甫
…
「
詩
聖
」
と
称
さ
れ
た

王
維
…
「
詩
仏
」
と
称
さ
れ
た
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（
○
漢
文
の
文
学
史

の
続
き
）

【
そ
の
他
】

●
儒
教

朱
熹
（
朱
子
）
…
宋
の
人
。
儒
教
の
新
た
な
体
系
化
（
＝
朱
子
学
）

を
行
っ
た
。

王
陽
明
（
王
守
仁
）
…
明
の
人
。
朱
熹
を
観
念
的
だ
と
批
判
し
、

陽
明
学
を
興
し
た
。

以
後
朱
子
学

・
陽
明
学
は
儒
教
の
二
大
学
派
と
し
て
発
展
。

●
史
書

前
漢

…
『
史
記
』
（
司
馬
遷
）

魏
晋
南
北
朝
…
『
三
国
志
』
（
陳
寿
）

宋

…
『
資
治
通
鑑
』
（
司
馬
光
）

元

…
『
十
八
史
略
』
（
曾
先
之
）

●
小
説

明
…
『
三
国
志
演
義
』
（
羅
貫
中
？
）

『
水
滸
伝
』
（
施
耐
庵
？
）

四
大
奇
書
と

『
西
遊
記
』
（
呉
承
恩
？
）

呼
ば
れ
る

『
金
瓶
梅
』
（
笑
笑
生
？
）

清
…
『
聊
斎
志
異
』
（
蒲
松
齢
）

『
紅
楼
夢
』
（
曹
雪
芹
）

『
儒
林
外
史
』
（
呉
敬
梓
）

●
そ
の
他

魏
晋
南
北
朝
…
『
文
選
』
（
蕭
統
）
＝
文
章
・
詩
賦
を
集
め
た

明
…
『
唐
詩
選
』
（
李
攀
竜
）
＝
唐
詩
の
再
評
価

○
（
次
頁
以
降
の
）
巻
末
例
文
集
に
つ
い
て

最
新
の
入
試
問
題
か
ら
、
実
力
養
成
に
最
適
と
思
わ
れ
る
例
文
を

抽
出
し
て
み
ま
し
た
。
敢
え
て
白
文
（
ま
た
は
、
そ
れ
に
近
い
形
）

で
並
べ
て
お
き
ま
す
の
で
、
各
例
文
に
つ
い
て

・
訓
点
を
付
け
る
・
書
き
下
す
・
現
代
語
訳
を
す
る

と
い
う
作
業
を
、
何
度
も
何
度
も
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
コ
ラ
ム

「
豈
」
の
ご
乱
心

反
語
形
と
し
て
頻
出
す
る
「
豈
」
。
と
こ
ろ
が
、
Ｈ

本
試

26

（
平
均
点
が

点
を
割
っ
た
あ
の
年
）
で
は
推
量
・
疑
問
の

100

「
豈
」
が
出
題
さ
れ
、
受
験
生
を
混
乱
に
陥
れ
た
。
さ
ら
に

Ｈ

追
試
に
は
選
択
形
で
、
Ｈ

本
試
に
は
詠
嘆
形
で
「
豈
」

27

29

が
登
場
、
共
通
テ
ス
ト
（
第
二
日
程
）
で
は
反
語
の
「
豈
」

も
疑
問
の
「
豈
」
も
登
場
…
。
ち
ょ
っ
と
勘
弁
し
て
ほ
し
い
、

と
い
う
の
が
本
音
だ
が
、
そ
れ
で
も
最
新
の
入
試
動
向
を
注

視
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
だ
ろ
う
。

○
あ
と
が
き

初
版
か
ら
十
九
年
、
今
回
は
、
共
通
テ
ス
ト
の
動
向
ま
で
加
筆
し

て
「
第
八
版
」
を
上
梓
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
都
度
、
改
良
を
重

ね
て
き
た
の
で
、
皆
様
の
役
に
立
つ
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

【
例
題
】
や
【
巻
末
例
文
集
】
に
繰
り
返
し
当
た
り
、
必
要
事
項

を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
共
テ
や
セ
ン
タ
ー
試
験
、
各
大

学
の
過
去
問
に
当
た
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
や
高
得
点
が
取

れ
る
は
ず
で
す
。
精
進
が
実
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
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【
巻
末
例
文
集
】

①
予

与

汝

偕

死
。

（
千
葉
大
）

と
も

ニ

②
（
立
派
な
者
が
国
を
治
め
て
い
れ
ば
）

安

有

取

人

之

駒

者

乎
。（
名
古
屋
市
立
大
）

③
烏

得

不

貧
。

（
東
北
大
）

④
何

故

不

受

。

（
但
し
、
疑
問
文
と
し
て
。
信
州
大
）

⑤
如

吾

民

何

。

（
但
し
、
反
語
文
と
し
て
。
宮
城
教
育
大
）

⑥
我

子

豈

得

与

先

帝

子

比
。

（
東
大
）

⑦
不

亦

悖

乎
。

（
悖
＝
も
と
ル
、
熊
大
）

⑧
聖

賢

観
レ

之
、
何

其

浅

乎
。

（
名
大
）

ヨ
リ

レ
バ

ヲ

⑨
古

人

云
、
死

生

亦

大

矣
。
豈

不

痛

哉
。

（
南
山
大
）

⑩
将

問

礼

於

老

子
。

（
県
立
広
島
大
）

⑪
蝉

将

去

而

未

飛
。

（
法
政
大
）

⑫
会

須

殺

此

田

舎

翁
。

（
東
大
）

か
な
ら

ズ

⑬
汝

宜

速

出
。
若

不

時

出
、
当

断

汝

命
。

（
早
稲
田
大
）

⑭
仁

之

勝

不

仁

也
、
猶

水

勝

火
。（
熊
大
）
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⑮
桓

侯

使

人

問

其

故
。

（
桓
公
…
人
名
、
九
大
）

⑯
使

人

取

虫

置

酒

中
。

（
信
州
大
）

⑰
但

教

子

孫

怠

惰

耳
。

（
佐
大
）

⑱
無

不

変

色

離

席
。

（
神
大
）

⑲
不
二

復

与
一レ

爾
。

（
神
大
）

⑳
先

生

復

独

不

拝
。

（
小
樽
商
科
）

㉑
父

兄

不

可

常

依
、
郷

国

不

可

常

保
。

よ

ル

（
岩
手
大
）

㉒
寧

為

此

而

勿

為

彼

也
。（
為
＝
な
ス
、
北
大
）

㉓
不

如

其

処

小

国
。

（
『
戦
国
策
』
）

レ

㉔
季

子

富

於

周

公
。

（
季
子
・
周
公
…
人
名
、
論
語
）

㉕
莫

若

身

無

痛

而

心

無

憂
。

（
北
大
）

㉖
今

而

見

択
。
敢

不

請

罪

。

（
阪
大
）

㉗
為

鼠

所

齧
。

（
セ
ン
タ
ー
）

㉘
不

惟

無

罪
、
乃

有

賞
。

（
『
蘇
軾
文
集
』
）


